
10

雲ヶ畑波多野家文書調査
有賀陽平

１.　波多野家文書調査

　文化情報研究室では、2018 年 3月より京都市北区雲ヶ畑の波多野眞氏から所蔵文書を借用

し、調査を実施している。本史料群は、以前京都市によって調査が行われ、『史料京都の歴史』

6（京都市、1993 年、平凡社）内に、「波多野周造家文書」として目録にまとめられている。雲ヶ

畑地区では、2016 年旧雲ヶ畑村役場文書調査以来、調査を継続している。以前の目録は近世

史料が中心であるため、今回は近代の雲ヶ畑村政や御猟場の記録類も含めた包括的な調査を目

的とした。また、前回の調査ではマイクロフィルムによる撮影が行われ、京都市歴史資料館に

て紙焼資料として閲覧可能であるが、不鮮明な部分も多いため新たな画像データの作成も行っ

ている。

２.　調査参加者

東昇 ( 教員 )、竹中友里代 ( 特任講師 )、有賀陽平・疋田彩花・岩田聖也（4回生 )、尾松美早都・

濵本めぐみ・善積沙耶子・米澤千春 (3 回生 )、竹河果穂（２回生）

３.　調査概要

　今回の調査は、科学研究費助成事業（基盤研究（B））「聖地・霊場の成立についての分野横

断的比較研究」（研究代表者菱田哲郎）の一環として、岩屋山志明院をはじめとした京郊山村

の寺院・聖地に関する文書を中心とした。

2018 年 3月 26 日 ( 月 ) 受け入れ、箱別に文書番号の付与→写真撮影→目録作成→ラベル

貼付の順で調査を実施した。文書番号は、全 12個ある文書箱ごとにNo.1 から付与した。写

真撮影では、文書名、箱番号、文書番号の札を文書と一緒に並べ撮影した。目録は、エクセル

を使用して原題他各項目の情報をまとめた。また「デジタルアーカイブの構築・共有・活用

写真１　文書の受入風景

ガイドライン」（2017、内閣府）に基づき 1

セル 1データを採用した。ラベルは、和紙

に印刷し、可逆性のあるセロゲンを使用し貼

付した。

2019 年１月現在、写真や目録の確認作業

を行っている。今回の調査で確認された文書

数は現時点で 1924 点である。今後、報告書

や目録を刊行していきたい。
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第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

石清水八幡宮警固社士橋本当矢家の古文書調査
―市民有志と共に歩む史料保存活動―

竹中友里代

１.　橋本家文書調査に至る経過

八幡市では 2010 年に市民団体「八幡の歴史を探究する会」が発足して以来、例会での講演

会や社寺見学会の企画にとどまらず、個々人や小グループによる地域の歴史研究が活発である。

「古文書の会八幡」は、2009 年頃から地元の古文書をテキストにして、くずし字解読講座を

毎月定期的に開催し、輪読の成果は翻刻史料集『島田市郎家文書』、『滝本栞』、『柏亭日記』が

ある。八幡宮参詣道を示す江戸時代の道標を探索し、八幡市内だけでなく近隣の街道筋にも拡

大し、2018 年には、『増補版「石清水八まん宮道」に誘う道標群』を刊行した。道標の写真

と銘文を記し、地図はネット上でも所在が確認できる。

こうした活動のなかで、近年失われつつある旧家の古文書を保存し、新たな地域史を描く取

り組みとして、著者を含め市民有志とともに 2015 年「地域史料研究会やわた」が活動を開始

した。八幡市内の寺社や個人蔵の古文書を中心に、整理や保存方法の研鑽を重ねながら目録採

取・写真撮影し、所蔵者に報告している。著者もその成果をアクターや府大学報等で活用して

いる。これら活動の中でかつて橋本町に居住していた橋本家から古文書を借用して、2017 年

1月に調査を始めた。

　橋本家の古文書については、1975 年頃から始まる八幡市誌編纂事業で、古文書の粗仕分け

が行われた（図３）。1988・1989 年京都府文化財保護課による古文書所在確認調査で概要が

記録されている。橋本家は京大坂を結ぶ橋本の街道に面し、その北側で八幡宮や狩尾社への参

詣道が交差する所にあり、茶舗を営み旧家のたたずまいを残していた。今は他府県へ移住され

現在家屋敷は取り壊されている。会員の地道な活動と熱意が子息に伝わり、この度の調査に至っ

た。

２.　橋本当矢家について

『八幡市誌』2巻では八幡の文化人として橋本等安が取り上げられているが、『山城綴喜郡誌』

の引用にとどまっている。明治 5年の橋本家由緒は、近世初期から記述し、今のところそれ

以前については当家の記録は見いだせない。

しかし当家は、慶長 5年 (1600) 徳川家康より 57石 4斗 7升の朱印地を給され、安居本頭

神人十二人組の筆頭である。建久 2年 (1191) に橋本重蔵、宝治元年 (1247) に橋本豊前権守

が安居神事を勤修し、地名をその名に冠し橋本町の本所として一族が往古より橋本に居住して

いたことは明らかである。

由緒書にある近世の初代は、源高好、通名は満介、後に不伯斎は、史料には等安として頻出

する。『綴喜郡誌』では、橋本等安は連歌にすぐれ里村紹巴の門下で秀吉の御連衆として活躍




